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研究成果の概要（和文）：本研究では，英語によるコミュニケーションにおいて，プライミング効果がいかに生
じ促進されるか，プライミング効果を英語学習にどのように活用できるかについて調査・分析を行った。日本人
英語学習者と英語母語話者間の自然な対話では，統語的プライミングを引き出し，潜在的な文法学習につなげる
ことは難しいことが分かった。次に，情報交換タスクを使用し，教室内での大学生同士の対話における統語的プ
ライミングについて調査したところ，同レベルの学習者同士のインタラクションであっても，統語的プライミン
グ実験の手法でモデルを提示しながら意味のあるやりとりを行うことで，ある程度の学習効果を得られる可能性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined and analyzed how syntactic priming emerges and
 is enhanced as well as whether and to what extent it promotes syntactic learning through English 
communication. Established cases of syntactic priming were rare in Japanese university students 
engaged in interactive dialogues with a native English speaker. We then investigated possible 
syntactic priming between Japanese university students engaged in information exchange tasks based 
on a method of syntactic priming experiments, where they exchanged meaningful information by 
referring to examples, and the results suggested encouraging possibilities for learning effects.

研究分野： 心理言語学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語教育の現場で広く採用されつつあるコミュニケーション活動には，インプットを与えてアウトプットを引き
出すプライミング効果を利用した学習が期待され，この点を教室での調査で明らかにすることが求められてい
る。本研究では，教室でのコミュニケーション活動の中に統語的プライミングの要素を取り入れることにより，
迅速且つ正確な言語産出を可能にする学習・指導法を提案し，後続の研究にも重要な役割を果たす土台を築くこ
とができた。本研究の成果については，国内外の関連学会の大会・研究会や学術誌などで複数発表し，広く情報
発信を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
第二言語習得研究では，「理解可能な大量のインプットが言語習得を促進する」というインプ

ット仮説 (Krashen, 1980)，「アウトプットが言語運用の自動性を高める」というアウトプット
仮説 (Swain, 1985) が提唱されたのち，「コミュニケーション場面における意味のやりとりが特
定の言語形式の習得を促す」というインタラクション仮説 (Long, 1988, 1996) が主流となって
現在に至る。インタラクション仮説は，教室での指導や学習に応用されており，日本でも，従来
の文法訳読法から脱却し，コミュニケーション活動を積極的に取り入れようという動きが広ま
りつつある。 
一方，心理言語学的研究では，統語的プライミング（言語処理プロセスにおいて，直前に処理

した文と同じ統語構造パターンを用いる傾向；Bock, 1986）が学習者の言語産出における統語構
造の学習や統語処理能力の向上に利用できる可能性が示されている  (McDonough & 
Trofimovich, 2009)。研究代表者は，日本人英語学習者を対象とし，統語的プライミングを利用
した一連の実験を行い，言語産出において重要な役割を持つ語彙・統語情報とその処理プロセス
について新たな知見を得ている。また，それらの結果に基づき，統語的プライミングを利用した
学習実験を行い，その効果が認められた。これまでの研究成果は，プライミングに関する国際会
議 Cross-linguistic Priming in Bilinguals: Perspectives and Constraints （2013 年 9 月 9～
11 日／於：ナイメヘン）をはじめとする国内外の会議や学術雑誌で広く公開しており，以下の
ことが明らかになっている。 

 
1) プライミング効果は熟達度によって異なる（Morishita, Satoi, & Yokokawa, 2010 ほか） 
2) モダリティ（文字／音声）の違いは，プライミング効果に影響を与えない（Morishita, 2011
ほか） 
3) 刺激への接触回数が増えるほど，プライミング効果が高くなる（Morishita & Yokokawa, 
2012 ほか） 
4) プライミングを利用したトレーニングにより，語彙・統語処理能力が向上（自動化）する
（Morishita, 2012 ほか） 
5) プライミングを利用したタスクにより，統語処理の潜在学習が促される（Morishita, Chang, 
& Harada, 2014; Morishita, Harada, & Chang, 2015 ほか） 
6) ダイアローグでは，モノローグに比べてプライミング効果が低くなる（Morishita, 2013 ほ
か） 
 
統語的プライミングは，対話においては，話し手の使用した構文を聞き手も使用する傾向 

(Levelt & Kelter, 1982) として現れる。Morishita (2013) では，この点を踏まえ，絵描写課題
や文完成課題などのモノローグにおいて見られたプライミング効果が，スクリプト付きインタ
ラクションタスク（ペアの一方が，他方に気付かれないように，あらかじめ用意されたプライム
文を読み上げる）のダイアローグにおいても見られるかについて調査した。全体としては，英語
母語話者同様，日本人英語学習者にも熟達度にかかわらずプライミング効果が見られたが，日本
人英語学習者の与格／二重目的語構文におけるプライミング効果は，英語母語話者のそれより
も有意に低く，インタラクションタスクにおいては，意味情報と統語情報の両方に注意を向ける
必要があるため，日本人英語学習者における統語処理の非自動性が影響した可能性が示された。 

Pickering and Garrod (2004) は，コミュニケーションにおける相互理解の達成は，無意識的・
自動的な同調に依拠するという同調理論 (alignment theory) を提唱しているが，インタラクシ
ョンがもたらすと考えられるこのような効果を，言語運用能力の習得にどのように活用するか
という問題意識は，日本の英語教育においてはいまだ共有されていない。これらのことから，英
語教育の現場で広く採用されつつあるコミュニケーション活動には，インプットを与えてアウ
トプットを引き出すプライミング効果を利用した学習が期待され，この点を教室での調査で明
らかにすることが求められている。 
 
２．研究の目的 

Levelt (1993) の語彙仮説モデルにおけるスピーキングのプロセスでは，概念化装置
(CONCEPTUALIZER) で心的メッセージが作られ，形式化装置 (FORMULATOR) で文法符号
化／音韻符号化が施され，調音装置 (ARTICULATOR) を経て発話に至る。言語コミュニケー
ションは時間的制約の中で行われるため，非母語話者については，言語処理プロセスの認知的負
荷から，流暢さ・正確さ・複雑さの間に相殺効果が見られる。したがって，円滑な言語コミュニ
ケーションのためには，語彙情報へのアクセスと統語処理の自動化により，言語処理の負荷を低
減する必要がある。本研究では，インプットを与えてアウトプットを引き出すプライミング効果
に着目し，主にダイアローグ環境下での統語的プライミングの調査・実験により，日本人英語学
習者の統語処理プロセスの分析・考察を行うこととした。英語教育の現場で広く採用されつつあ
るコミュニケーション活動に，統語的プライミングによる統語処理の自動化を促す学習を取り
入れることを通じて，迅速且つ正確な言語産出を可能にする学習・指導法を開発することを目的
とした。 
 
 



３．研究の方法 
研究代表者たちのこれまでの調査で，初級レベルの日本人英語学習者の場合，メンタルレキシ

コン内に動詞の語彙表象が十分形成されていないためにプライミング効果が低い傾向にあるこ
とが明らかとなっている（Morishita, Satoi, & Yokokawa, 2010 ほか）。また，教室でのコミュ
ニケーション活動では，質問と応答がうまくできないためタスクの達成が困難となり，自然なイ
ンタラクションにおけるプライミング効果はほとんど見られなかった (Morishita, 2014)。さら
に，熟達度にかかわらず日本人英語学習者の場合，平叙文を wh 疑問文に転換するタスクにおい
て，統語処理の負荷が大きいことが分かっている（Morishita & Harada, 2015 ほか）。 
本研究における統語的プライミングを利用したインタラクションタスクでは，Levelt (1993)

における概念化装置を働かせる必要がほとんどなく，形式化装置での語彙・統語情報の処理につ
いてもプライム文を足掛かりとすることができるため，言語処理の負荷を大幅に低減すること
ができる。統語処理の自動化を促し，迅速且つ正確な言語産出を可能にすることにより，円滑な
言語コミュニケーションとそれに伴う学習効果が期待される。 
統語的プライミング実験の中で何度か同じ構文に接触することには，言語発達の初期段階に

必要とされる模倣や反復による学習効果があると考えられる (Lightbown & Spada, 2006)。ま
た，統語規則 (syntactic rules) は，本来，模倣できない性質のものであるが，プライミングの
手法を用いた接触により，潜在学習が促進される可能性がある。従来のように，コンテクストか
ら切り離されたモノローグの環境下ではなく，教室でのコミュニケーション活動における質問
と応答など，より自然なコンテクストを伴うダイアローグ環境下において調査・実験を行うこと
により，統語構造の処理や学習のメカニズムをより正確に解明することができる。 
日本人英語学習者の英語運用能力を向上させるためには，言語知識を増やすことと併せて，リ

アルタイムでの言語処理能力を高める必要があり，コミュニケーション活動におけるインタラ
クションが，その促進に重要な役割を果たすことが予想される。また，言語処理に関する研究は，
語・文・文章という言語レベルで個別に検討され，語や文はコンテクストから切り離された形で
扱われることが多かったが，インタラクションの中でさまざまなレベルにおける同調機能が働
くことによって，言語獲得が促進されることが期待できる。その際，スクリプトを使用した統語
的プライミングにより，学習者同士のインタラクションにおいても正しい文法形式の学習を促
すことができると予想される。 
 これらの学術的背景にもとづき，以下の調査を行った。 
 
調査 1：自然なインタラクションにおけるプライミング効果に関する調査 1（パイロット調査） 
自然なインタラクション（ダイアローグ）における日本人英語学習者の発話データを収集する

にあたり，インストラクションの内容や質問（プライム文）の提示の仕方についての示唆を得る
ことを目的に，まずは研究代表者が，日本人英語学習者（大学生）5 名と 15～20 分程度のイン
タビュー形式の対話を行った。文の長さ・複雑さが異なる 20 問の必須の質問 (e.g., What do you 
do after school? / What do you think is important (for you to do) in improving your English?) 
を対話の中で使用し，学生にも質問を促した。 
 
調査 2：自然なインタラクションにおけるプライミング効果に関する調査 2（本調査） 
調査 1（パイロット調査）の結果を踏まえ，インストラクションや質問（プライム文）の内容

およびその提示の仕方などを適宜修正したうえで，英語母語話者と日本人英語学習者（大学生）
31 名の間の約 20 分間の対話について，wh 疑問文の産出傾向ならびに統語的プライミング効果
について調査した。研究代表者の大学に留学中の英語母語話者にアルバイトを依頼し，調査 1 か
ら修正を加えた 20 問の必須の質問を対話の中で使用し，学生にも質問を促すように指示した。 
 
調査 3：教室でのインタラクションタスク 1（パッセージに関する質問・応答） 
 教室でのコミュニケーション活動の一環として，情報交換タスクを実施した。インタラクショ
ン仮説によれば，流暢さが異なる対話者間の共同作業は第二言語の学習に役立つが，学習者間で
は必ずしも言語習得が促進されるとは限らない（Long, 1996 ほか）。Morishita (2014) は，目標
言語に関する知識が乏しい学習者同士が学び合うためには，単に既存のタスクを与えるだけで
なく，発話を促す仕掛けを用意する必要があると結論付けている。 
調査 1 では英語教員である研究代表者，調査 2 では，英語母語話者がそれぞれプライム文の

提示を行ったが，調査 3 では，McDonough (2011) を参考に，授業用テキストのパッセージを
使用し，大学生のペアがお互いのパッセージについて交互に質問し合う形式の情報交換タスク
を実施した。一方の学生のみにスクリプトを与えてプライム文を提示させ，途中で役割を交替す
るという対話練習の中で，プライム文を提示する側においてもされる側においても学習が進む
ことが予測されるため，学習者間でも正しい用法やより複雑な用法を習得し，即座に的確な発話
が促進される可能性がある。 
 
調査 4：教室でのインタラクションタスク 2（個人的な情報・世界知識に関する質問・応答） 
 調査 3 では，既存のパッセージの読解というカバータスクの性質上，プライムとターゲット
間で wh 疑問文の種類，語数，単語の難易度などを厳密に揃えることができなかった。そこで，
調査 4 では，調査 1，2 の内容に近い個人的な情報・世界知識などについて交互に質問し合う形



式の情報交換タスクを使用することとした。名詞（補語），形容詞，形容詞を修飾する副詞，動
詞（句）を修飾する副詞，他動詞目的語，前置詞目的語，名詞（主語）のそれぞれが疑問詞とな
る疑問文，橋渡し動詞を使った疑問詞疑問文の 8 種類の wh 疑問文について，各 4 文のプライ
ム文（合計 32 文）を作成した。プライム文は 4～12 語程度の短文とし，平易な単語のみを使用
した。さらに，タスクの前後に，8 種類の wh 疑問文の中から各 1 文を選び，日本文にしたもの
を英語に訳す日英翻訳テストを実施した。 
 
４．研究成果 
調査 1 では，対話データを書きおこし，日本人英語学習者（大学生）の wh 疑問文の産出傾向

および，研究代表者の質問に対する応答や自らが新たに発する質問において，研究代表者の使用
した語彙や構文をどの程度使用しているか（プライミング効果）について調べた。彼らの産出し
た疑問文の一部にはプライミング効果が見られたものの，1 人あたり 15～20 分程度の対話の中
で，疑問文の産出数は平均 4～5 文ほどであった。日本人英語学習者の特徴として，1) ”Do you 
have a question for me?” などのように，質問を促さないと主体的に質問することができない，
2) wh 疑問文の産出が的確に行えない，3) プライミング効果が直後ではなく，多くの turn を挟
んで見られる場合があるなどの傾向が見られた（森下，2017 ほか）。 
 調査 2 では，調査 1 と同様に対話データを書きおこし，プライミング効果を調べるとともに，
全体の発話量や wh 疑問文の産出率についても詳しく分析した。全体として，日本人英語学習者
よりも母語話者のほうにプライミング効果が目立ったものの，教室でもよく耳にする＜What do 
you like＋目的語?＞という誤った表現が，修正フィードバックを与えずに対話の中で最終的に
自己修正できたケースなどが示されたことから，限定的ではあるが日本人英語学習者において
も統語的プライミングの傾向が見られたと結論づけた。調査 1，2 の結果から，自然な対話にお
いて偶発的なプライミングを予測するのは難しく，学習につながるプライミングを引き起こす
ようなタスクを設計する必要があることが示唆された（森下・河村・原田，2017 ほか）。 
 調査 3 と 4 では，教室でのコミュニケーション活動において情報交換タスクを使用し，日本
人英語学習者同士の統制された対話練習の中で，統語的プライミングの可能性について調査し
た。調査 3 では，wh 疑問文（プライム文）のあとに正しい wh 疑問文を産出できた割合は，全
体の 6 割程度であった。助動詞の抜け，助動詞の挿入（主語疑問詞疑問文の場合）などのエラー
が目立ち，そのためプライミング効果もあまり見られなかった。プライムとターゲット間で wh
疑問文の種類，語数，単語の難易度などを厳密に揃えることができなかったという課題が残り，
統語的プライミングの傾向についてより詳細に調べるには，その目的に合ったタスクを新たに
作成する必要があることが示唆された（森下，2020 ほか）。 
調査 4 では，全体的な wh 疑問文の産出傾向について，1) wh 疑問文の作り方（統語論・形態

論）を体系的に学んでいない，2) 中学校，高等学校の教科書に出てきた平易な wh 疑問文や断
片的な質問文は作れるが，英文をもとに形態統語的に適格な wh 疑問文を自由に作れるようにな
っていない，3) したがって，相手の発言を聞いて，その場でその発言を踏まえた wh 疑問文を
作ることはできそうにないということが，改めて確認できた。一方，明示的な指導をしなくても
事後テストの正答率が上がったこと，タスク内で産出した wh 疑問文の正答率が事前・事後テス
トを上回っていたことなどから，統語的プライミングの可能性が示唆された（森下，2019 ほか）。 
調査 3 と 4 については，調査回数が十分でなかったため，はっきりとした学習効果が認めら

れたわけではないものの，ペアワーク後の学生のふりかえりにおけるコメントなども考慮に入
れると，同レベルの学習者同士のインタラクションであっても，統語的プライミング実験の手法
でモデルを提示しながら意味のあるやりとりを行うことで，ある程度の学習効果を得られる可
能性が示唆された。本研究では，時間的な制約から，正しい用法やより複雑な用法を習得してい
く過程を観察するまでには至らなかったため，今後の課題としたい。 
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